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研究成果の概要（和文）：本研究においては、生活視点を重視する新たな国際協力手法の構築を目指し、中学
校・高等学校家庭科の効果的な被服学教育プログラムの構築を、カンボジア・シェムリアップ州を対象に展開す
るものである。研究調査を進める中で、家庭科の教育プログラムとして、制服の製作が効果的であると考え、そ
れを軸に教育プログラムの作成を進めた。2016-2018年度の調査及び授業プログラムの開発・実証・検証を通じ
て、グループ学習の導入及びICT教材の導入といった手段を得て、カンボジアの中学家庭科の被服製作の適切な
授業プログラムの構築が成されたと考える。

研究成果の概要（英文）：In this research, with the aim of establishing a new international 
cooperation method that emphasizes life perspectives, the development of an effective clothing 
education program for junior high school and high school home economics classes was developed in 
Siem Reap province, Cambodia. In the research, we found that the production of school uniforms was 
effective as a home economics education program, and we proceeded a development of an education 
program based on that. Through the development, demonstration and verification of class programs 
during 2016 to 2018, by the means of introduction of group learning and ICT teaching materials, an 
appropriate class program for clothing education was constructed.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
家政学は衣・食・住・健康・環境といった領域を広く包括する。そして、家政学は生活する上での技能だけでな
く、職に直結するという実用性も多分に有している。カンボジアの子供の教育状況として、地域によっては、多
くが小中学生程度までの教育しか受けることができない。こうした状況が、犯罪や貧困といった社会問題に直結
する背景がある。であるから、小中学校卒業までに、手に職を付け就労することができるような学習というのは
大変意義があることと捉えている。その点において、本研究で展開する中学校・高等学校家庭科における被服実
習授業を充実化させることは、家政学の観点からの国際協力としての意義を有する。 



１．研究開始当初の背景 

家政学は衣・食・住・健康・環境といった領域を広く包括する。これらの学問は、古来より

培ってきた技術・知識を学問体系に取り入れた実学的な学問分野である。そして、それらの技

能は、生活する上での技能だけでなく、職に直結するという実用性も多分に有している。本研

究では、カンボジアの家庭科教育に関する学術的な成果に加え、カンボジアの文化に即するよ

う考案した授業プログラムの構築を行う。学術的・技術的な支援のみでなく、より教育的な国

際協力となるよう展開する。カンボジアの子供の教育状況として、地域によっては多くの子供

たちが小中学生程度までの教育しか受けることができない。こうした状況が、犯罪や貧困とい

った社会問題に直結する背景がある。であるから、小中学校卒業までに、手に職を付け就労す

ることができるような学習というのは大変意義があることと捉えている。その点において、本

研究で展開する中学校・高等学校家庭科における被服実習授業を充実化させることは、家政学

の観点からの国際協力としての意義を有している。

 

２．研究の目的 

本研究においては、生活視点を重視する新たな国際協力手法の構築を目指し、中学校・高等

学校家庭科の効果的な被服学教育プログラムの構築を、カンボジア・シェムリアップ州を対象

に展開するものである。人間の生活を研究対象としている家政学の範囲は衣食住を中心に広が

るが、本研究では、衣生活を研究の中心におき、日々の衣生活の健全な営みの構築を図る。 

研究調査を進める中で、家庭科の教育プログラムとして、制服の製作が効果的であると考え、

それを軸に教育プログラムの作成を進めた。カンボジアの子どもたちの写真を目にするとき、

制服姿の写真が多いことに気づく。カンボジアの農村部のような場所にあっては、制服の購入

は、保護者にとって経済的に容易ではない場合も多いが、保護者の多くは、わが子の将来のた

めに制服を購入し学校に通わせている。一方、子どもにとって、制服は、家事の仕事から解放

され、学ぶ楽しみと友人との語らいを提供する大切な衣服として位置づけられている。この制

服を、自ら製作する技能を育み着用について学ぶことは、家政学が目的としている「生活の向

上と人類の福祉」に繋がると考える。 

 

３．研究の方法 

本研究においては、まず 2016 年度にカンボジア・シェムリアップ州の家庭科の教育状況や教

育プログラムについて調査し分析した。次に、カンボジアの文化・風習に根付いた被服学教育

プログラム作成のための現地での要望、効果的なメソッドに関する基礎調査を実施した。現地

では、被服製作の授業プログラムを展開し、その結果を分析することで、効果的な授業プログ

ラムとなるよう実証授業を進めた。2017 年度には、制服の巻きスカートの製作の授業において、

グループ学習及びルービック評価を導入し、その結果を検証した。2018 年度には、制服の巻き

スカートの製作に関する ICT 教材（動画教材）を製作し、それを用いた授業を実施し、検証し

た。このように、調査・分析から実践的な手法の開発・評価を一貫して行った。これら成果を

基に、カンボジアのより多くの地域へと、家庭科の被服教育の充実化とそれによる生活の向上

に繋がるよう展開する計画である。 

 

４．研究成果 

４－１．カンボジアの家庭科教育状況調査及び被服教育プログラムの検証 

2016 年度には、カンボジア・シェムリアップ州を中心に家庭科の教育並びに被服教育に関す

る研究調査や家庭科の被服教育授業の実施及び検証などを展開した。その中で、カンボジアの

文化・風習に根付いた被服学教育プログラム作成することを念頭に研究を進めた。まず、カン

ボジアの中学校で用いられている家庭科の教科書を日本語に翻訳し、日本における家庭科教育

との違いなどについて分析した。また、教育関係者らからのヒアリングからカンボジアのシェ

ムリアップ州の家庭科の教育状況についても検証した。以上のような検証を踏まえ、中学校家

庭科の被服教育に関して、被服製作のモデル授業を構築すべくブラウス製作の模擬授業を現地



の中学校にて実施した。実施後に、授業の分析、アンケートの分析などから、家庭科の被服教

育に関する研究成果と課題を得ることができた。以上のように、カンボジア・シェムリアップ

州における中学校の家庭科教育及び家庭科の被服教育に関する調査・分析から授業の実施まで

を行い、当該研究に関する検証を進めた。 

 

４－２．カンボジア中学家庭科の被服製作授業におけるグループ学習の導入とルービック評価 

前述の衣服に関する基礎的内容に関する講義及び被服製作実習を実施した結果、本研究で実

施する教育プログラムにおける被服学の授業においては、語学を介さないコミュニケーション

や指導の場が多いという知見を得た。また、グループ学習を取り入れた方法がより効果的であ

るのではないかという可能性を得た。そこで、2017 年度には、制服の下衣である巻きスカート

の製作の授業プログラムの開発にあたり、グループ学習を取り入れた実習授業の検証を行った。

また、教材とした巻きスカート型の制服の下衣は、カンボジアの家庭科教科書の分析を行い、

また現地の風習・文化に即したものとして新たにデザイン・製作した。これらのプログラムの

実施並びに、実証授業の結果の分析を行い、国際的な教育プログラムにおける被服学の授業に

おいて、グループ学習の効果も確認されるなどの成果を得た。また、教材の制服の巻きスカー

トは、実際に制服として着用されるなど、授業プログラムを介した実践的な国際協力の成果が

確認された。 

 

４－３．制服のスカート製作授業のための ICT 教材の開発とその検証 

2018 年度には、カンボジアにおいて家庭科の被服製作を適切に教える教員が不足している状

況を踏まえ、カンボジアの制服のスカート製作の実習授業のための ICT 教材（動画教材）の製

作を進めた。被服製作の手順を、日本国内にて製作し、その効果を日本人学生を対象として検

証した。ICT 教材の有効性が得られたため、カンボジアの中学校において、ipad を使用し動画

教材を閲覧しながら制服のスカート製作を行う授業を実践し検証した。実習授業から得られた

検証成果について詳細に分析を行った。その結果、概ね製作した ICT 教材が適切であったと判

断された。一方で、ICT 教材を利用した授業の課題として、グループ学習における共同作業を

促すようなより適切な実施方法が課題として認識された。 

 

４－４．成果のまとめ  

以上のように、2016-2018 年度の調査及び授業プログラムの開発・実証・検証行った。カン

ボジアの中学家庭科の被服製作の授業において、グループ学習の導入及び ICT 教材の導入とい

った手段を得て、適切な授業プログラムの構築が成されたと考える。この授業プログラムを、

カンボジアのより広い地域の家庭科教育に普及しうる段階まで研究は到達した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図1 授業で製作した制服
(2017 年度) 

図 2 グループ学習の授業の様子

(2017 年度) 

図 3 巻きスカート型の制服の型紙  
(2017 年度) 

図 4 製作した ICT 教材の一コマ  
(2018 年度) 
 

図 5 ICT 教材を用いた授業の様子 
(2018 年度) 
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